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分野5の広報活動



ウエブマガジン「月刊JICFuS」
「月刊JICFuSムービー」
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「月刊JICFuSムービー」
http://www.youtube.com/user/monthlyjicfus

月刊JICFuS 年間5本制作、現在15号制作中
JICFuSムービー 年間2本制作、現在3号、4号制作中



天文・素粒子連続イベント
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開催場所（参加者数）

2011/9/18-20 鹿児島（103人）

2012/3/19-22 京都（156人）

2012/9/19-20 別府（31人）

2013/3/20-23 さいたま（243人）

2013/9/9 仙台（11人）

2014/3/19-22 武蔵境、三鷹（？）

天文学会年会の期間中に、
開催地の住民と天文学者
の交流を図るイベントを開
催。5回の参加者総数は、
544人。



研究会・イベント報告記事

5

広報が取材、または研究会世話人の報告を記事化してウエブに
掲載（2011年5月から）

•研究会報告 52本
•スクール報告 14本
•イベント報告 19本

メディア関連

• プレスリリース 6件
• テレビ、新聞、ウエブなどへの掲載 37件
• 動画・画像転載など 多数



日本語版：約8000人に約10万枚を配布
• 2011/9/4 KEK一般公開（1200人）

• 11/5 理研AICS一般公開（830人）

• 11/19-20 サイエンス・アゴラ（700人）

• 2012/4/22 KEK施設公開（240人）

☆デザインリニューアル

• 9/2 KEK一般公開（1300人）

• 10/2 理研AICS一般公開（1200人）

• 11/18 つくば科学フェスティバル（430人）

• 2013/4/20 RIKEN一般公開（300人）

• 9/8 KEK一般公開（1200人）

• 10/19 理研AICS一般公開（380人）

• 12/1 科学技術館（110人）

英語版：約9000枚を配布
• 2012/11/12-15 SC12（ソルトレイクシティ）

• 2013/11/18-21 SC13（デンバー）
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量子色力学カードゲーム『Quark Card Dealer』
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量子色力学カードゲーム『Quark Card Dealer』

QCD特設ページ

http://www.jicfus.jp/jp/promotion/pr/quark-card-dealer/

• クォーク・カード・ディーラー

• 量子色力学

• 光の三原色と補色

• 遊び方 マンガになりました！

• 背景設定

• プレイ日時と場所

• 印刷用データ



ウエブサイト アクセス解析
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日本語 約1,510ページビュー／週
英語 約80ページビュー／週



研究活動

学会発表

• 吉戸智明，矢部あずさ，入江敦子

「多機関連携プロジェクトの科学広報」
日本天文学会2012春

• 矢部あずさ，吉戸智明，入江敦子

「科学広報におけるトレーディングカー
ドゲームの活用」
日本天文学会2012秋
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講義録（36ページ）
これまでに28人から請求

2012年度筑波大学重点公開講座
（2013/1/12～14）
「大学・研究機関のパブリック・リレーションズ
－科学技術のPR戦略」
• 受講者数27人、修了証書授与者数24人



HPCI広報連携



HPCIの広報連携

理研AICS、戦略5分野、RISTの広報担当者による“ゆるい”連携

• 広報情報交換会
年に2回ほど、全広報担当者を集めて情報交換を行う。
分野5が広報勉強会の名目で集合をかけ、現在の形に。

• 広報責任者会議
メンバーは各機関1～2人。必要に応じて招集される。月～隔月。
成果発表データベース（後述）の仕組みを議論するために設置。

“ゆるい”連携

• 各機関で設立趣旨が違うため、広報協力できる部分は協力する
程度で良しとして、ベース部分だけを作っておく
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成果発表データベース
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HPCIポータル https://www.hpci-office.jp/hpcidatabase/publications/search.html



成果発表データベース

データベース構築の経緯

• 高度情報科学技術研究機構（RIST）が、「京」とHPCI資源による
成果を発表するデータベースを構築していた

• 戦略プログラムで行っている「京」とHPCI資源を使わない成果も
データベース化できるよう働きかけ。分野5が提案し、分野2を始
めとして全分野が賛同。

• 論文、学会発表だけでなく、雑誌・書籍、映像・画像、マスメディア
報道など、HPCIやスパコンに関するあらゆる情報をデータベース
化する。
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成果発表データベース

HPCIデータベース構築の目的
• ワンストップかつリアルタイムな情報発信

国民の知る権利に応えるため、HPCIに関わる1次情報を集め
た統一的なプラットフォームをつくり、可能な限りリアルタイムに
（年に1回ではなく）公表していく。

• 広報はこのデータベースを活用してHPCIの全体像をつかみつ
つ、新たに広報戦略を練り、効果的な広報活動を行っていく。

• 今後のエクサ時代も続けていく。そのために改良を重ねていく
（編集機能をつけるなど）。

• 情報発信の2段階組織※の実現に向けたテスト

※「科学者から社会への情報発信のあり方について」日本学術
会議（1/31）
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来年度（以降）の予定

広報コンテンツの製作、とりまとめ

• 理解増進グッズ第2弾の製作：漸近的自由性（3年越し）

• 『QCD』、天文イベント、月刊JICFuSなどは継続。

• プレスリリースなど発信強化（量、質）

• 最終年度に、月刊JICFuS全25号をまとめた書籍作成？
ムービー全8本を入れたDVDを付録にする？？

広報連携、その他

• 成果発表データベースをより使いやすく、活用しやすく

• 広報の評価方法（これも3年越し）
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